
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

三

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

―
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
（
二
）

吾
　
妻
　
重
　
二

は
じ
め
に

　

本
稿
は
当
紀
要
第
五
十
三
輯
（
二
〇
二
〇
年
）
に
発
表
し
た
「
日
本
に
お

け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら

（
一
）」
に
ひ
き
続
き
、
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
検
討
を

行
な
う
も
の
で
あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
で
、
前
稿
で
は
関
連
事
例
に
つ
き
林
氏
墓
地
ま
で
し
か
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
は
そ
れ
以
降
、
近
世
前
半
期
以
前
、
す
な

わ
ち
お
お
む
ね
十
八
世
紀
前
半
の
享
保
年
間
頃
ま
で
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、

『
家
礼
』
に
も
と
づ
く
墓
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

特
色
が
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
山
崎
闇
斎
に
始
ま
る
崎
門
派
は
日

本
に
お
け
る
『
家
礼
』
史
の
中
で
も
独
特
の
位
置
を
占
め
る
の
で
、
別
に
章

を
立
て
る
こ
と
に
す
る
。

　

諸
事
項
の
記
載
の
仕
方
は
前
稿
と
同
じ
で
、『
家
礼
』
式
墓
碑
の
特
色
を
ふ

ま
え
、
最
初
に
円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）
か
尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）
か
を
ま
ず

示
し
、
つ
い
で
墓
碑
正
面
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
か
ぎ
括
弧
つ
き
で
掲
げ
る
。

さ
ら
に
碑
身
の
寸
法
（
セ
ン
チ
）
を
高
さ
×
幅
×
厚
さ
で
示
す
。
ま
た
趺
（
台

石
）
に
つ
い
て
は
上
部
（
第
一
段
）
の
高
さ
の
み
を
記
し
た
。

一　

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓�

　
　
　
　

―
江
戸
時
代
前
半
期
そ
の
一

1
　
堀
杏
庵
、
松
永
尺
五

　

○
堀
杏
庵
（
一
五
八
五

－

一
六
四
二
）

　

㈠
円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）　
〈
図
1
〉

　
　
「
杏
菴
正
意
法
眼
」

　
　

碑
身　

百
四
十
×
四
十
二
・
五
×
二
十
一

　
　

趺　
　

方
趺　

二
十
八

　
　

背
面
に
「
寛
永
十
九
年
壬
午
年
十
一
月
二
十
日
」
と
刻
む



四

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

東
京
都
港
区
・
金
地
院

　

㈡
円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）　
〈
図
2
〉

　
　
「
杏
菴
正
意
墓
」

　
　

碑
身　

百
六
×
三
十
七
・
五
×
二
十
六
・
五
（
軒
部
分
を
除
く
と
二
十
二
）

　
　

趺　
　

方
趺　

十
八

　
　

右
面
に
「
寛
永
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
」
と
刻
む（

（
（

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

京
都
市
左
京
区
・
帰
雲
院（

（
（

　

堀
杏
庵
と
松
永
尺
五
は
林
羅
山
、
那
波
活
所
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
藤
原
惺

窩
門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
る
朱
子
学
者
で
あ
り
、
ま
と
め
て
述
べ
た
い（

（
（

。

　

堀
杏
庵
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
十
一
月
、
江
戸
で
死
去
し
、
ゆ
か

り
の
南
禅
寺
塔
頭
の
金
地
院
に
葬
ら
れ
た
。
金
地
院
は
現
在
の
東
京
タ
ワ
ー

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
㈠
が
そ
の
墓
で
あ
る
。「
杏
菴
正
意
法
眼
」
と
の
み
題

す
る
き
わ
め
て
簡
素
な
碑
面
で
、「
正
意
」
と
は
そ
の
諱
、「
法
眼
」
と
は
「
法

印
」
に
次
ぐ
地
位
で
あ
る
。
も
と
も
と
高
僧
に
与
え
ら
れ
た
地
位
だ
が
、
当

時
は
儒
者
な
ど
に
も
授
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
死
後
の
戒
名
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
林
羅
山
や
弟
の
永
喜
が
法
印
に
叙
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
稿
で

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
墓
碑
に
は
他
に
は
背
面
に
死
去
の
日
付
が
あ
る
だ

け
で
、
履
歴
な
ど
は
ま
っ
た
く
刻
ま
れ
な
い
。

　

墓
碑
の
高
さ
は
碑
身
だ
け
で
も
百
六
セ
ン
チ
と
か
な
り
大
き
く
、
頂
部
が

半
円
形
の
、
タ
イ
プ
Ａ
の
典
型
的
な
円
頭
型
の
形
状
を
示
し
て
い
て
印
象
的

で
あ
る
。
こ
れ
が
杏
庵
の
死
去
に
際
し
て
造
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
荒
川

亀
・
林
羅
山
の
墓
碑
よ
り
も
古
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
林
左
門
や
林

永
喜
の
墓
碑
と
同
様
、『
家
礼
』
を
意
識
し
つ
つ
「
円
首
方
趺
」
と
い
う
明
制

を
考
慮
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
杏
庵
が
朱
子
学
者
と
し
て
『
家
礼
』
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
で
も
な
く
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に

来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
製
述
官
の
権
侙
に
、『
家
礼
』
を
引
用
し
つ
つ
三
年
の

喪
に
つ
い
て
問
う
た
書
簡
に
も
そ
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

な
お
、
趺
は
線
香
と
供
花
用
の
溝
が
彫
ら
れ
て
明
ら
か
に
仏
教
式
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
の
ち
に
造
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
石
欄
で
囲
ま
れ
た

墓
所
の
向
か
っ
て
右
に
は
「
堀
家
之
墓
」
が
あ
り
、
現
在
も
堀
家
代
々
の
墓

地
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

杏
庵
の
墓
は
も
う
一
つ
、
京
都
の
帰
雲
院
に
あ
る
。
㈡
が
そ
れ
で
あ
る
。

帰
雲
院
は
金
地
院
と
同
じ
く
南
禅
寺
の
塔
頭
寺
院
で
、
南
禅
寺
の
す
ぐ
裏
手

に
位
置
す
る
。
こ
ち
ら
の
墓
も
円
頭
型
で
、
こ
れ
ま
た
シ
ン
プ
ル
に
「
杏
菴

正
意
墓
」
と
題
す
る
。
碑
刻
と
し
て
は
他
に
右
面
に
日
付
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
寛
永
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
」
と
刻
む
こ
と
か
ら
、
江

戸
の
金
地
院
の
墓
碑
か
ら
一
か
月
あ
ま
り
後
、
杏
庵
の
一
族
の
住
む
京
都
に

立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
杏
庵
は
江
戸
で
客
死
し
た
た
め
、
京
都
に
い
る

堀
家
の
人
々
が
分
骨
し
て
住
ま
い
の
近
く
に
造
墓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

墓
碑
の
高
さ
は
百
六
セ
ン
チ
、
幅
が
三
十
七
・
五
セ
ン
チ
な
の
で
羅
山
ら

林
家
の
尖
頭
型
よ
り
も
一
回
り
大
き
い
。
特
徴
的
な
の
は
、
頂
部
に
軒
（
も

し
く
は
頷
）
と
呼
ば
れ
る
凸
出
部
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
『
家



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

五

礼
』
の
神
主
の
粉
面
部
分
を
外
し
た
形
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

神
主
粉
面
部
分
を
外
し
た
形
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ま
も
な
く
山
崎
闇
斎

学
派
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
崎
門
派
墓
碑
の
一
つ
の
型
を
な
す
の
だ
が
、
こ

の
墓
碑
は
、
そ
れ
以
前
に
同
様
の
発
想
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し
て
興
味

深
い（

（
（

。

　

こ
の
杏
庵
墓
の
向
か
っ
て
右
隣
に
は
妻
の
茅
原
田
氏
の
墓
碑
が
寄
り
添
う

よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
碑
面
に
は
「
貞
順
孺
人
茅
原
田
氏
墓
」
と
刻
む
。「
貞

順
」
は
お
そ
ら
く
私
謚
で
あ
り
、「
孺
人
」
は
夫
人
の
中
国
ふ
う
の
呼
称
で
あ

る
。
形
状
は
杏
庵
の
も
の
と
同
じ
だ
が
、
高
さ
が
九
十
八
セ
ン
チ
と
や
や
小

さ
い
。

　

こ
の
杏
庵
夫
妻
の
墓
の
南
に
は
他
に
十
一
の
墓
碑
が
苔
む
し
た
中
に
ぎ
っ

し
り
と
立
っ
て
い
る
（〈
図
3
〉）。
杏
庵
の
子
孫
と
三
宅
氏
の
も
の
で
、
一
番

北
側
（
左
側
）
か
ら
列
挙
す
れ
ば
三
宅
澹
庵
（「
三
宅
子
柔
之
墓
」）、
堀
南
雲

（「
敬
簡
先
生
墓
志
」）、
三
宅
誠
斎
（「
誠
斎
三
宅
堅
恕
之
墓
」）、
堀
南
湖
（「
貞

白
先
生
墓
志
」）、
堀
蒙
窩
（「
堀
氏
蒙
窩
正
樸
之
墓
」）、
堀
蘭
皐
（「
堀
氏
蘭

皐
玄
達
之
墓
」）、
堀
景
山
（「
景
山
堀
氏
正
超
之
墓
」）、
堀
槐
庵
（「
堀
氏
槐

菴
正
乙
之
墓
」）、
堀
立
庵
（「
堀
氏
立
菴
正
英
之
墓
」）、
堀
厳
山
（「
嚴
山
先

生
之
墓
」）
と
並
び
、
さ
ら
に
「
忠
靖
先
生
之
碑
」
が
あ
る
。
大
正
十
一
年
刊

行
の
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
の
記
載
を
見
る
と
墓
の
位
置
関
係
が
現
在
と
か

な
り
違
う
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
以
後
、
今
の
よ
う
に
一
か
所
に
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（
（

。
こ
の
杏
庵
の
子
孫
の
う
ち
最
も
有
名
な
の
は
儒
医
と

し
て
活
躍
し
た
曾
孫
の
堀
景
山
（
一
六
八
八

－

一
七
五
七
）
で
あ
り
、
墓
碑

「
景
山
堀
氏
正
超
之
墓
」
の
ほ
か
に
「
忠
靖
先
生
之
碑
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
墓
表
に
類
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
三
宅
澹
庵
は
杏

庵
門
人
、
三
宅
誠
斎
は
そ
の
第
三
子
で
あ
る
。

　

墓
碑
の
形
式
は
、
南
湖
、
南
雲
、
厳
山
の
墓
碑
お
よ
び
「
忠
靖
先
生
之
碑
」

が
杏
庵
墓
碑
と
同
じ
く
軒
つ
き
円
頭
型
で
、
他
は
す
べ
て
林
家
式
の
尖
頭
型

と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
『
家
礼
』
式
墓
碑
が
堀
家
お
よ
び
杏
庵

門
人
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
景
山
の
墓
碑
の
碑
身
は

な
ぜ
か
高
さ
が
約
五
十
二
セ
ン
チ
で
、
他
よ
り
も
小
さ
く
ひ
か
え
め
で
あ
る
。

　

○
松
永
尺
五
（
一
五
九
二

－

一
六
五
七
）

　

㈠
尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）　
〈
図
4
〉

　
　
「
尺
五
堂
恭
儉
居
士
」

　
　

碑
身　

百
二
十
一
×
五
十
四
×
十
八
（
上
部
）・
二
十
一
（
下
部
）

　
　

趺　
　

方
趺　

二
十
（
上
部
）

　
　

背
面
に
「
明
暦
三
丁
酉
年
六
月
二
日
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

京
都
市
下
京
区
・
妙
恵
会
総
墓
所（

（
（

　

㈡
尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）　
〈
図
5
〉

　
　
「
松
永
昌
三
之
墓
」

　
　

碑
身　

七
十
六
×
二
十
三
×
十
五
・
五

　
　

趺　

方
趺　

二
十

　
　

背
面
に
「
明
暦
三
年
六
月
二
日
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

な
し



六

　
　

所
在　

京
都
市
南
区
・
実
相
寺

　

松
永
尺
五
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
六
月
没
。
墓
は
こ
れ
ま
た
二
つ
造

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
㈠
だ
が
、
碑
面
の
「
恭
儉
居
士
」
は
私
謚
で
あ
る
。「
居

士
」
は
必
ず
し
も
在
家
の
仏
教
信
者
を
意
味
せ
ず
、『
礼
記
』
玉
藻
篇
に
「
居

士
錦
帶
」（
居
士
は
錦
帯
す
）
と
い
い
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
居
士
、
道
藝
處
士

也
」（
居
士
と
は
道
芸
の
処
士
な
り
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
学
芸
に

達
し
て
い
な
が
ら
官
に
仕
え
な
い
士
人
を
い
う
語
で
あ
っ
た
。
尺
五
は
諸
藩

の
出
仕
要
請
を
断
わ
り
、
講
習
堂
や
尺
五
堂
な
ど
京
都
市
井
の
学
塾
で
講
学

に
つ
と
め
た
名
士
だ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
水
戸
藩
の
徳
川
光
圀
に
仕
え
、
致
仕
後
に
「
老
牛
」
と
号

し
た
篤
実
な
儒
学
者
安
積
澹
泊
（
一
六
五
六

－
一
七
三
八
）
が
、
そ
の
墓
碑

に
「
故
老
牛
居
士
安
積
君
墓
」
と
、「
居
士
」
の
称
を
刻
ん
で
い
る
こ
と
も
想

起
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
尺
五
の
墓
は
尖
頭
型
で
高
さ
百
二
十
一
セ
ン
チ
、
幅
五
十
四
セ
ン

チ
、
周
囲
の
墓
碑
よ
り
も
高
大
で
人
目
を
惹
く
。
高
さ
百
二
十
一
セ
ン
チ
と

い
う
の
は
『
家
礼
』
の
四
尺
を
和
尺
で
計
算
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
三

十
・
三
セ
ン
チ
×
四
で
ち
ょ
う
ど
百
二
十
一
セ
ン
チ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
幅
は
『
家
礼
』
の
所
説
に
比
べ
る
と
相
当
広
く
、
他
に
類
を
見
な

い
。
墓
の
あ
る
京
都
の
妙
恵
会
総
墓
所
は
も
と
尺
五
の
祖
先
、
松
永
弾
正
久

秀
の
屋
敷
跡
で
、
の
ち
に
本
圀
寺
と
な
り
、
代
々
松
永
家
の
塋
域
だ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
墓
碑
が
造
ら
れ
た
の
も
ゆ
え
な
し

と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
尺
五
の
行
状
に
、

葬
于
洛
東
鳥
邊
山
、
後
有
故
改
葬
于
城
南
本
國
寺
、
親
属
之
墳
墓
以
在

此
之
故
也（

（
（

。

（�

洛
東
の
鳥
辺
山
に
葬
ら
る
。
後
故ゆ
え

有
り
て
城
南
の
本
国
寺
に
改
葬

す
。
親
属
の
墳
墓
、
此
に
在
る
を
以
て
の
故
な
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
京
都
東
山
の
鳥
辺
山
（
鳥
辺
野
）
に
葬
ら
れ
、

の
ち
に
こ
の
塋
域
に
改
葬
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
墓
碑
が
も
と
鳥
辺
山
に
あ

っ
た
も
の
を
移
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
羅
山
の
墓
碑
の
す
ぐ
あ
と
の
時
期
に

造
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
時
代
的
に
は
か
な
り
古
い
。
羅
山
は
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
一
月
に
、
尺
五
は
同
年
六
月
に
没
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
墓
、
す
な
わ
ち
㈡
は
京
都
南
の
上
鳥
羽
に
あ
り
、
父
で
俳
人

の
松
永
貞
徳
の
墓
に
よ
り
そ
う
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
貞
徳
の
墓
碑
が

二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
さ
を
も
ち
周
囲
を
圧
倒
し
て
い
る
の
に
対
し
、

尺
五
の
墓
碑
は
そ
の
半
分
に
も
満
た
な
い
。
こ
ち
ら
の
墓
碑
は
明
確
な
林
家

式
で
あ
っ
て
、
の
ち
に
分
骨
さ
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
尺
五
の
二
つ
の
墓
碑
は
い
ず
れ
も
『
家
礼
』
の
タ
イ
プ
Ｂ

系
統
の
墓
碑
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
妙
恵
会
総
墓
所
の
尺
五
の
墓
の
左
右
に
は
尺
五
の
妻
の
松
村
氏
妙

倹
、
長
子
の
松
永
昌
易
（
寸
雲
軒
）、
第
三
子
の
松
永
永
三
（
尺
信
軒
）
ら
松

永
家
一
族
の
墓
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
松
村
氏
と
永
三
の
墓
碑
は
尖
頭

型
の
タ
イ
プ
Ｂ
、
昌
易
の
墓
碑
は
円
頭
型
の
タ
イ
プ
Ａ
で
あ
っ
て
、『
家
礼
』

式
儒
墓
の
つ
く
り
が
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（
（

。



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

七

2
　
中
江
藤
樹
ら

　

○
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八

－

一
六
四
八
）　
〈
図
6
〉

　
　

円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）

　
　
「
藤
樹
先
生
墓
」

　
　

碑
身　

百
二
十
二
・
五
×
三
十
・
五
×
十
九

　
　

趺　
　

方
趺　

二
十
九
・
五
（
上
部
）

　
　

墳
土　

あ
り　

円
墳　

高
さ
約
八
十　

幅
約
二
百
二
十

　
　

所
在　

滋
賀
県
高
島
市
安
曇
川
町
玉
林
寺
前
・
藤
樹
先
生
墓
所（
（1
（

　

中
江
藤
樹
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
八
月
死
去
。
碑
面
に
は
「
藤
樹
先

生
墓
」
と
大
字
で
刻
む
だ
け
で
あ
る
。
年
譜
に
そ
の
葬
儀
に
関
し
て
「
門
人

相
會
、
用
文
公
家
禮
、
葬
之
於
小
川
邑
玉
林
寺
側（
（1
（

」（
門
人
相
い
会
し
、
文
公

家
礼
を
用
い
て
、
之
を
小
川
邑
玉
林
寺
の
側
に
葬
る
）
と
あ
る
よ
う
に
『
家

礼
』
に
の
っ
と
っ
て
造
墓
さ
れ
た
。
現
在
、
玉
林
寺
の
山
門
前
に
塋
域
が
石

欄
で
囲
ま
れ
、
中
に
藤
樹
の
ほ
か
藤
樹
母
の
北
川
氏
、
藤
樹
三
男
の
常
省
の

墓
の
三
基
が
並
ん
で
い
て
寺
院
境
内
に
あ
る
仏
式
墓
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

藤
樹
の
墓
は
日
本
の
儒
式
墓
に
は
珍
し
く
墳
土
を
残
し
て
お
り
、
形
状
も

馬
鬣
封
で
は
な
く
円
型
の
盛
り
土
で
『
家
礼
』
の
も
と
の
形
を
伝
え
て
い
る
。

墓
碑
の
形
は
『
家
礼
』
よ
り
も
縦
長
で
は
あ
る
も
の
の
、
タ
イ
プ
Ａ
の
円
頭

型
で
『
家
礼
』
本
来
の
形
状
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
藤
樹
の

葬
儀
は
林
家
の
左
門
や
永
喜
よ
り
は
遅
れ
る
が
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

の
荒
川
亀
お
よ
び
翌
年
の
羅
山
の
葬
儀
に
十
年
近
く
先
立
つ
も
の
で
、『
泣
血

余
滴
』
に
示
さ
れ
た
林
家
モ
デ
ル
と
は
別
に
構
想
さ
れ
た
形
を
伝
え
て
い
て

き
わ
め
て
興
味
深
い
。

　

な
お
、
藤
樹
の
誌
石
は
年
譜
な
ど
の
関
連
資
料
に
関
連
記
載
が
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
造
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
周
囲
の
石
欄
は
享
保
六
年

（
一
七
二
一
）
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

〇
北
川
氏
（
一
五
七
八

－

一
六
六
五
）　
〈
図
7
〉

　
　

円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）

　
　
「
中
江
德
右
衞
門
妻
北
河
氏
墓
」

　
　

碑
身　

百
二
十
二
・
五
×
三
十
六
・
五
×
三
十

　
　

趺　
　

方
趺　

三
十
（
上
部
）

　
　

背
面
に
「
寛
文
五
乙

巳
年
十
二
月
廿
二
日
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

あ
り　

円
墳　

高
さ
約
六
十　

幅
約
百
六
十

　
　

所
在　

同
右

　

北
川
（
北
河
）
氏
は
藤
樹
の
母
で
、
そ
の
墓
が
藤
樹
の
墓
の
向
か
っ
て
右

側
（
東
側
）
に
並
ん
で
造
ら
れ
て
い
る
。
碑
面
に
い
う
「
德
右
衞
門
」
は
藤

樹
の
父
の
こ
と
。
藤
樹
の
墓
と
同
じ
く
円
墳
を
も
ち
、
墓
碑
も
円
頭
型
で
あ

る
が
、
幅
が
や
や
広
い
。「
藤
夫
子
行
狀
聞
傳
」
に
北
川
氏
の
死
去
に
つ
い
て
、

寛
文
五
乙

巳
年
五
月
廿
二
日
卒
、
享
年
八
拾
有
八
歳
也
。
以
文
公
家
禮
之

法
、
玉
林
寺
之
墓
地
先
生
ノ
側
ニ
葬
ム
ル
。
石
碑
之
銘
ニ
中
江
德
右
衞

門
妻
北
川マ
マ

氏
墓
ト
ア
リ（
（1
（

。

と
い
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
『
家
礼
』
に
も
と
づ
い
て
儒
葬
さ
れ
た
も
の
と

わ
か
る
。

　

○
中
江
常
省
（
一
六
四
八

－

一
七
〇
九
）　



八

　
　

円
頭
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）

　
　
「
常
省
先
生
墓
」

　
　

碑
身　

百
十
八
×
三
十
・
五
×
十
九

　
　

趺　
　

方
趺　

三
十
・
五
（
上
部
）

　
　

背
面
に
「
寶
永
六
年
己
丑
六
月
二
十
三
日
卒
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

あ
り　

円
墳　

高
さ
約
三
十　

幅
約
百
二
十

　
　

所
在　

同
右

　

常
省
は
藤
樹
三
男
で
、
岡
山
藩
や
対
馬
藩
に
仕
え
た
儒
者
で
あ
る
。
宝
永

六
年
（
一
七
〇
九
）
死
去
。
墓
碑
は
藤
樹
墓
の
向
か
っ
て
右
手
前
に
西
向
き

に
立
つ
。
碑
面
は
「
常
省
先
生
墓
」
と
刻
み
、
藤
樹
の
墓
碑
と
同
じ
く
至
っ

て
簡
素
で
あ
る
。「
藤
夫
子
行
狀
聞
傳
」
に
よ
れ
ば
、
常
省
死
去
に
際
し
て
、

近
所
ノ
同
志
相
集
リ
文
公
家
禮
之
法
ヲ
以
テ
玉
林
寺
ノ
墓
地
先
人
ノ
側

ニ
葬
ル
。
其
後
岡
田
季
誠
子
諸
方
ノ
同
志
之
中
ヘ
相
談
シ
石
碑
ヲ
建
立

ス
。
常
省
先
生
墓
ト
記
ス（
（1
（

。

と
い
い
、
や
は
り
『
家
礼
』
に
も
と
づ
い
て
葬
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
い
う
岡
田
季
誠
は
藤
樹
高
弟
岡
田
仲
実
の
次
子
で
常
省
の
門
人
。

藤
樹
の
全
集
『
藤
樹
先
生
全
書
』
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藤
樹
ら
は
陽
明
学
者
で
あ
る
が
、
儀
礼
に
関
し
て
は
『
家

礼
』
に
従
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
墓
碑
は
林
家
と
は
違
っ
て
円
頭
型
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、『
家
礼
』
の
タ
イ
プ
Ａ
の
墓
碑
と
し
て
は
、
堀
杏
庵

の
も
の
と
並
ん
で
お
そ
ら
く
日
本
で
最
も
早
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
墓
碑

の
四
周
に
履
歴
を
刻
ま
な
い
こ
と
も
林
家
の
も
の
と
は
違
っ
て
い
る
。
ま
た
、

い
ず
れ
も
円
い
墳
土
を
残
し
、
儒
式
の
土
葬
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か

る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
藤
樹
の
高
弟
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九

－

一
六
九
一
）
の
墓
は

現
在
、
茨
城
県
古
河
市
の
鮭
延
寺
に
あ
る
。
文
化
年
中
（
一
八
〇
四

－

一
八

年
）
に
蕃
山
六
世
の
外
孫
に
あ
た
る
草
加
定
環
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
ネ
ッ
ト
で
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
尖
頭
型
す
な
わ
ち
タ
イ
プ
Ｂ
で
、
碑

面
に
「
熊
澤
息
游
軒
伯
繼
之
墓
」
と
刻
ん
で
お
り
、
こ
れ
も
『
家
礼
』
式
墓

碑
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る（
（1
（

。

3
　
秋
田
萬
、
野
中
順

　

○
秋
田
萬
（
一
五
八
六

－

一
六
五
一
）　
〈
図
8
〉
お
よ
び
〈
図
9
〉

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
夫
人
秋
田
氏
墓
表
」

　
　

碑
身　

百
八
十
二
セ
ン
チ
×
七
十
セ
ン
チ
×
三
十
三

　
　

趺　
　

方
趺　

三
十
九

　
　

前
面
か
ら
左
面
、
背
面
、
右
面
へ
と
四
周
に
墓
表
文
を
刻
む

　
　

墳
土　

あ
り

　
　

所
在　

高
知
県
長
岡
郡
本
山
町
・
帰
全
山
公
園（
（1
（

　

秋
田
萬
と
野
中
順
の
墓
は
本
山
町
の
帰
全
山
公
園
内
に
あ
る
。
秋
田
萬
は

土
佐
藩
家
老
・
野
中
兼
山
（
一
六
一
五

－

一
六
六
四
）
の
母
で
、
慶
安
四
年

（
一
六
五
一
）
四
月
没
。
朱
子
学
の
信
奉
者
だ
っ
た
兼
山
は
そ
の
葬
儀
を
『
家

礼
』
に
沿
っ
て
大
々
的
に
執
り
行
な
い
、
み
ず
か
ら
の
知
行
地
だ
っ
た
本
山



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

九

の
地
に
同
年
六
月
五
日
、
墓
を
造
成
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
は
、

慶
安
四
年
辛
卯
四
月
、
丁
母
憂
哀
毀
踰
礼
、
衣
衾
棺
槨
必
誠
必
信
、
到

六
月
葬
於
采
地
本
山
、
其
間
行
程
七
里
山
路
嶮
巉
徒
歩
而
従
柩
、
其
儀

一
如
文
公
家
礼
、
致
喪
三
年
、
於
其
葬
也
、
或
穿
壙
或
彫
石
、
役
夫
殆

千
人
夜
以
継
日（
（1
（

。

（�

慶
安
四
年
辛
卯
四
月
、
母
の
憂
に
丁あ

う
。
哀
毀
礼
を
踰こ

え
、
衣
衾
棺

槨
、
必
ず
誠
に
必
ず
信
に
す
。
六
月
に
到
り
て
采
地
の
本
山
に
葬

る
。
其
の
間
、
行
程
七
里
、
山
路
嶮
巉
に
し
て
徒
歩
に
し
て
柩
を
従

え
り
。
其
の
儀
、
一
に
文
公
家
礼
の
如
く
、
喪
を
致
す
こ
と
三
年
。

其
の
葬
に
於
て
や
、
或
い
は
壙
を
穿
ち
或
い
は
石
を
彫
り
、
役
夫

殆ほ
と
んど

千
人
、
夜
以
て
日
に
継
ぐ
。）

と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
哀
切
か
つ
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
墓
は
土
佐
市

よ
り
三
十
キ
ロ
あ
ま
り
離
れ
た
高
知
県
北
部
中
央
の
鬱
蒼
た
る
山
森
の
中
に

あ
り
、
周
囲
を
吉
野
川
が
め
ぐ
る
形
勝
の
地
で
あ
る
。
兼
山
は
『
家
礼
』
に

い
う
と
こ
ろ
の
「
山
水
の
形
勢
」
を
考
え
て
こ
の
地
を
選
ん
だ
に
違
い
な
い（
（1
（

。

現
在
、傍
ら
に
は
野
中
兼
山
を
祭
る
兼
山
廟
や
昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）に

建
て
ら
れ
た
兼
山
の
銅
像
な
ど
も
作
ら
れ
、公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
墓
に
関
し
て
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）、
武
藤
致
和
・
平
道
父
子

が
ま
と
め
た
土
佐
の
一
大
資
料
集
『
南
路
志
』
に
江
戸
時
代
後
期
の
状
況
が

記
録
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
の
で
引
用
し
て
お
く（
（1
（

。
こ
こ
の
文
中
に
い
う
「
良

継
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
兼
山
の
こ
と
で
あ
る
。

正
面
ハ
帰
全
之
牌
、
則
野
中
氏
母
堂
之
墓
表
に
し
て
、
垂
加
翁
之
御
文

筆
也
。
石
面
高
六
尺
、
横
弐
尺
三
寸
、
厚
一
尺
一
寸
。
…
…
臺
石
方
三

寸
五
尺
、
高
一
尺
三
寸
。
墳
ハ
土
を
以
て
丸
く
長
く
築
く
。
餘
之
三
基

皆
同
し
。
此
北
ニ
向
て
良
継
之
長
女
順
の
墓
有
。
牌
切
石
、
野
中
良
継

長
女
順
之
墓
ト
書
。（『
南
路
志
』
巻
六
十
三
、
忠
豊
公
御
代
四
、
雑
記
、

「
歸
全
山
」）

　
〈
図
10
〉
に
掲
げ
た
の
は
『
南
路
志
』
に
載
る
見
取
図
で
、
中
央
の
大
き
な

尖
頭
型
の
墓
石
が
秋
田
氏
の
墓
表
、
後
ろ
（
北
側
）
の
小
さ
な
尖
頭
型
が
あ

と
に
い
う
野
中
順
の
墓
碑
で
あ
る
。
左
奥
お
よ
び
左
手
に
あ
る
の
は
兼
山
の

遠
縁
に
あ
た
る
野
中
三
九
郎
と
野
中
信
継
の
墓
で
、
と
も
に
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
没
、
同
書
に
よ
れ
ば
こ
ち
ら
は
自
然
石
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
写
真
に
も
見
る
よ
う
に
、
秋
田
萬
の
墓
表
は
碑
身
に
一
部
損
壊
は

あ
る
も
の
の
、
修
復
に
よ
り
も
と
の
姿
を
今
な
お
保
っ
て
い
る
。『
南
路
志
』

に
よ
れ
ば
、
台
上
部
分
が
六
尺
（
百
八
十
二
セ
ン
チ
）、
幅
二
尺
三
寸
（
七
十

セ
ン
チ
）、
厚
さ
一
尺
一
寸
（
三
十
三
セ
ン
チ
）、
方
趺
の
高
さ
一
尺
三
寸
（
三

十
九
セ
ン
チ
）
と
い
う
堂
々
た
る
も
の
で
、
大
き
さ
は
『
家
礼
』
の
所
説
を

は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
墓
石
が
「
墓
碑
」
で
は

な
く
「
墓
表
」
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
礼
制
に
お
い
て
墓
表
が
形
状
や

大
き
さ
の
制
限
を
受
け
な
い
こ
と
は
前
稿
で
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
は
小
堂
で
覆
っ
て
風
雨
を
防
い
で
お
り
、
背
後
の
墳
土
部
分
に
は
柵
を

め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

　

墓
表
に
は
正
面
か
ら
左
面
、
背
面
そ
し
て
右
面
と
、
四
周
に
兼
山
の
友
人

山
崎
闇
斎
（
垂
加
翁
）
の
撰
に
な
る
「
夫
人
秋
田
氏
墓
表
」
の
長
文
を
び
っ



一
〇

し
り
と
刻
ん
で
い
る
の
も
印
象
的
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
墓
表
文
は
闇
斎
『
続
垂
加
文
集
』
巻
中
に
も
「
夫
人
秋

田
氏
墓
表
銘
」
と
し
て
載
っ
て
い
る
が
、
今
回
、
本
碑
刻
と
比
べ
て
み
て
文

字
の
異
同
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
碑
刻
の
文
字
は
上
引
の
『
南

路
志
』
の
す
ぐ
前
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
武
藤
致
和
ら
が
実
地
に
採
録
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
、
字
句
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
と
こ
ろ
が
『
続
垂
加

文
集
』
所
載
の
文
章
は
、
後
半
三
分
の
一
ほ
ど
の
二
百
五
十
字
あ
ま
り
が
ご

っ
そ
り
脱
落
す
る
ほ
か
、
文
末
記
載
の
銘
も
途
中
か
ら
唐
突
に
始
ま
る
な
ど
、

意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（
（2
（

。
一
般
に
通
行
す
る
『
続
垂
加
文

集
』
は
日
本
古
典
学
会
版
復
刻
『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
二
巻
所
収
の

も
の
だ
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
底
本
に
な
っ
た
正
徳
五
年
版
和
刻
本
も

同
じ
過
ち
を
お
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
実
際
の
碑
刻
の
文
章
お

よ
び
そ
れ
を
採
録
し
た
『
南
路
志
』
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ

っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
『
家
礼
』
式
葬
儀
を
物
語
る
重
要
史
料
で
あ
る
だ

け
に
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
墓
石
の
つ
く
り
に
話
を
も
ど
せ
ば
、
こ
れ
は
墓
表
で
は
あ
る
が
、

た
だ
し
形
状
は
尖
頭
型
で
あ
っ
て
、『
家
礼
』
の
タ
イ
プ
Ｂ
墓
碑
の
形
を
よ
く

示
し
て
い
る
。

　

墳
土
も
墓
表
の
後
ろ
に
、
高
さ
は
低
い
が
現
在
も
な
お
残
っ
て
い
る
。
前

引
の
『
南
路
志
』
に
「
墳
ハ
土
を
以
て
丸
く
長
く
築
く
」
と
い
う
こ
と
こ
ろ

か
ら
す
る
と
、
が
ん
ら
い
は
馬
鬣
封
形
式
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
誌
石
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

闇
斎
撰
の
「
秋
田
夫
人
壙
誌（
（2
（

」
は
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
墓
誌
で
あ
っ
て
、
履
歴

を
簡
単
に
記
し
た
あ
と
、
文
末
に
、

葬
之
日
、
誌
其
姓
名
於
石
、
納
諸
壙
中
。
異
時
此
地
變
遷
、
或
人
誤
動

而
此
石
先
見
、
則
能
爲
掩
之
。
此
兼
山
所
以
深
願
而
遠
慮
也
。
闇
齋
誌
。

（�

葬
る
の
日
、
其
の
姓
名
を
石
に
誌し
る

し
、
諸こ
れ

を
壙
中
に
納
む
。
異
時
此

の
地
変
遷
し
、
或
い
は
人
誤
ち
て
動
か
し
て
此
の
石
先さ
き

に
見
ゆ
れ

ば
、
則
ち
能
く
為た
め

に
之
を
掩お
お

え
。
此
れ
兼
山
の
深
く
願
い
て
遠
く
慮

る
所
以
な
り
。
闇
斎
誌
す
。）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
誌
石
は
今
で
も
壙
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

○
野
中
順
（
一
六
四
五

－

一
六
四
八
）　
〈
図
11
〉

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
野
中
良
繼
之
長
女
順
之
墓
」

　
　

趺　
　

方
趺

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

秋
田
萬
の
墓
の
背
後
（
北
側
）

　

野
中
順
は
兼
山
の
長
女
で
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
六
月
に
四
歳
で
亡

く
な
っ
た
。
碑
面
に
い
う
「
良
繼
」
は
上
述
し
た
よ
う
に
兼
山
の
こ
と
で
あ

る
。
闇
斎
撰
の
「
順
娘
壙
誌（
（2
（

」
に
よ
れ
ば
、
死
後
ま
も
な
く
高
知
城
北
の
久

万
山
に
葬
ら
れ
た
が
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
五
月
二
十
一
日
に
こ
の
地

に
改
葬
さ
れ
た
。

　

墓
碑
は
尖
頭
型
で
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
小
型
の
つ
く
り
で
あ

る
。
誌
石
も
造
ら
れ
た
よ
う
で
、
い
ま
触
れ
た
「
順
娘
壙
誌
」
が
そ
の
墓
誌



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
一

で
あ
り
、
改
葬
の
際
に
こ
こ
の
壙
内
に
埋
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
順
の
埋
葬
が
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）、
改
葬

が
同
四
年
の
五
月
で
あ
っ
て
秋
田
萬
の
葬
儀
に
先
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
順
の
墓
碑
は
秋
田
萬
の
墓
表
よ
り
も
早
く
造
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
よ
っ

て
『
家
礼
』
に
も
と
づ
く
尖
頭
型
の
墓
碑
と
し
て
は
、
上
述
し
た
荒
川
亀
や

林
羅
山
の
墓
碑
よ
り
も
か
な
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
慶
安
四

年
（
一
六
五
一
）
の
改
葬
時
に
造
ら
れ
た
と
し
て
も
、
荒
川
亀
・
林
羅
山
の

埋
葬
さ
れ
た
明
暦
二
年
お
よ
び
三
年
（
一
六
五
六
、
一
六
五
七
）
よ
り
五
、

六
年
は
前
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
野
中
順
お
よ
び
秋

田
萬
の
墓
碑
（
墓
表
）
は
今
の
と
こ
ろ
、
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
タ
イ

プ
Ｂ
の
尖
頭
型
墓
碑
（
墓
表
）
と
し
て
は
最
も
早
期
の
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

4
　
野
中
兼
山
墓
所

　

○
野
中
兼
山
（
一
六
一
五

－
一
六
六
三
）　
〈
図
12
〉

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
野
中
傳
右
衛
門
良
繼
之
墓
」

　
　

趺　
　

方
趺

　
　

左
面
に
「
寛
文
三
年
癸
卯
年
十
二
月
十
五
日
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

な
し　

た
だ
し
切
石
を
方
形
に
積
み
重
ね
る

　
　

所
在　

高
知
県
高
知
市
潮
江
高
見
山
・
野
中
兼
山
墓
所

　

当
墓
所
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、
松
原
典
明
氏
の
調
査
お
よ
び
関
連
サ
イ

ト
に
よ
れ
ば
右
の
と
お
り
で（
（2
（

、
中
央
に
あ
る
兼
山
墓
碑
の
形
は
『
家
礼
』
に

も
と
づ
く
タ
イ
プ
Ｂ
の
尖
頭
型
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
碑
面
に
い
う
「
傳

右
衛
門
」
は
兼
山
の
通
称
で
あ
る
。
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
余
り
あ
る
よ
う
な

の
で
、『
家
礼
』
に
い
う
四
尺
を
曲
尺
で
計
算
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
三

十
・
三
セ
ン
チ
×
四
＝
百
二
十
一
・
二
セ
ン
チ
）。
墳
土
は
な
い
が
、
切
石
を

積
み
重
ね
て
墳
丘
を
覆
う
独
特
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
墓
碑
は
兼
山
の
死
後
四
十
年
ほ
ど
た
っ
た
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
以
後
、
野
中
家
一
族
と
し
て
の
幽
閉
を
解
か
れ
た
む
す
め
の
婉

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で（
（2
（

、
時
代
的
に
は
や
や
降
る
。
婉
は
山
崎
闇
斎
・

浅
見
絅
斎
に
学
ん
だ
谷
秦
山
の
支
援
を
受
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
崎
門
派
の

学
者
の
教
え
に
よ
り
、『
家
礼
』
に
共
鳴
し
て
い
た
兼
山
に
ふ
さ
わ
し
い
墓
を

造
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
墓
所
に
は
、
他
に
兼
山
の
養
父
野
中
玄
蕃
（
直
継
）、
養
祖
父
野
中
主

計
（
益
継
）、
む
す
め
の
野
中
婉
、
兼
山
の
妾
で
婉
の
母
の
池
氏
、
兼
山
家
臣

で
殉
死
し
た
古
槇
重
固
（
次
郎
八
）
ら
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
古
槇
重
固

の
墓
碑
だ
け
が
尖
頭
型
で
、
あ
と
は
円
頭
型
で
あ
る
が
、
碑
面
の
文
字
の
書

き
方
か
ら
し
て
も
み
な
『
家
礼
』
に
も
と
づ
く
形
式
と
思
わ
れ
る（
（2
（

。

二　

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓�

　
　
　
　

―
江
戸
時
代
前
半
そ
の
二
・
崎
門
派

1
　
山
崎
闇
斎
、
三
宅
尚
斎

　

○
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九

－

一
六
八
二
）　
〈
図
13
〉



一
二

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
見
室
宗
利　

山
﨑
嘉
右
衛
門
敬
義
之
墓
」

　
　

碑
身　

�

百
二
十
九
×
四
十
八
・
五
×
二
十
七
・
五
（
軒
部
分
を
除
く
と

二
十
五
・
五
）

　
　

趺　
　

方
趺　

二
十
一
（
上
部
）

　
　

背
面
に
「
天
和
二
年
九
月
十
六
日
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

京
都
市
左
京
区
金
戒
光
明
寺
・
黒
谷
墓
地（
（2
（

　

山
崎
闇
斎
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
九
月
死
去
。
碑
面
の
「
嘉
右
衛
門
」

は
闇
斎
の
通
称
、「
敬
義
」
は
字
で
あ
る
。
そ
の
儒
葬
に
際
し
て
闇
斎
が
仏
寺

と
の
軋
轢
を
巧
妙
に
避
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
門

人
に
命
じ
、
僧
の
手
を
借
り
ず
に
『
家
礼
』
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
墓
所
に

土
葬
さ
せ
る
一
方
で
、
別
に
空
の
棺
を
作
っ
て
寺
に
運
ば
せ
、
荼
毘
に
付
さ

せ
た
と
い
う（
（2
（

。
碑
面
上
部
に
「
見
室
宗
利
」
と
刻
ま
れ
る
の
は
、
そ
の
際
に

寺
が
授
け
た
戒
名
で
あ
る
。
浅
見
絅
斎
『
家
礼
紀
聞
』
に
も
闇
斎
の
墓
碑
の

図
が
あ
る
の
で
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く（
（2
（

（〈
図
14
〉）。

　

墓
碑
は
タ
イ
プ
Ｂ
の
尖
頭
型
だ
が
、
他
の
『
家
礼
』
式
墓
碑
と
違
う
の
は
、

頂
部
の
三
角
形
の
す
ぐ
下
の
と
こ
ろ
に
「
軒
」
と
い
う
凸
出
部
を
作
っ
て
い

る
こ
と
で
、
下
部
の
碑
身
か
ら
二
セ
ン
チ
ほ
ど
前
に
突
き
出
て
い
る
。
こ
の

突
き
出
た
部
分
は
「
額
」
と
か
「
頷
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ま

崎
門
派
の
若
林
強
斎
『
家
礼
訓
蒙
疏
』
に
従
っ
て
「
軒
」
と
呼
ん
で
お
く

（〈
図
15
〉）。

　

軒
を
も
つ
こ
の
形
式
は
、
実
は
『
家
礼
』
に
い
う
神
主
の
「
粉
面
」
部
分

の
は
め
板
を
は
ず
し
た
形
で
あ
る
。『
家
礼
』
に
よ
れ
ば
、
神
主
は
円
頂
平
板

型
で
、
円
頂
の
下
の
部
分
の
板
が
前
に
取
り
外
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
表
面
を
鉛
粉
で
白
く
塗
っ
て
お
き
、
そ
の
粉
面
の
上
に
祖
先
の

名
を
書
く
。
そ
し
て
世
代
が
代
わ
る
と
祖
先
の
属
（
高
祖
や
曾
祖
、
祖
な
ど
）

も
代
わ
る
た
め
、
粉
面
を
筆
で
洗
い
去
っ
て
書
き
改
め
る
の
で
あ
る（
（2
（

。
そ
う

し
た
粉
面
部
分
を
は
ず
し
た
形
式
に
つ
い
て
、
浅
見
絅
斎
『
家
礼
師
説
』
は
、

山
崎
先
生
ノ
神
主
ノ
粉
面
ト
リ
タ
ア
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
ガ
ヨ
イ
ト
ア
ル

ガ　

マ
コ
ト
ニ
不
易
之
法
ゾ（

（3
（

。

と
い
い
、
若
林
強
斎
『
家
礼
訓
蒙
疏
』
巻
三
・
喪
礼
・
成
墳
章
で
も
、

形
ハ
山
崎
先
生
ノ
神
主
ノ
粉
面
ト
リ
タ
ア
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
可
也
ト
云

ヘ
ル
ガ
至
極
ノ
ヿ
ナ
リ
。

と
伝
え
て
い
る
。
闇
斎
の
墓
碑
の
形
は
こ
う
し
た
闇
斎
年
来
の
主
張
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
た
だ
し
神
主
の
形
は
円
頂
型
（
円

頭
型
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
『
家
礼
』
に
い
う
墓
碑
の
「
圭
首
」
を
尖
頭

型
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
神
主
の
形
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
点
、
軒
を
も
つ
が
円
頭
型
を
と
る
堀
杏
庵
の
墓
碑
と
は
違
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
尖
頭
型
で
軒
を
も
つ
こ
の
形
式
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
闇
斎
学
派
（
崎
門
派
）
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
崎
門
系
『
家

礼
』
式
墓
碑
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
墓
碑
に
履
歴
を
刻
ま
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
こ
れ
も
林
家
の

墓
碑
と
は
違
う
点
で
、
羅
山
ら
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
林
家
で
は
『
家
礼
』



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
三

に
従
っ
て
墓
碑
の
四
周
に
履
歴
を
ぐ
る
り
と
刻
む
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、

闇
斎
の
場
合
は
「
天
和
二
年
九
月
十
六
日
」
と
、
死
去
し
た
日
付
の
み
を
背

面
に
刻
む
に
す
ぎ
な
い
。
同
様
の
例
は
こ
の
あ
と
の
三
宅
尚
斎
や
浅
見
絅
斎
、

若
林
強
斎
ら
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
詳
細
な
履
歴
は
刻
ま
な
い
と
い

う
点
が
崎
門
系
の
墓
碑
の
も
う
一
つ
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
闇
斎
の
墓
碑
の
寸
法
が
『
家
礼
』
の
原
寸
法
よ
り
や
や
大
き

い
の
は
、
周
尺
で
は
な
く
日
本
の
曲
尺
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

羅
山
ら
林
家
の
墓
碑
は
『
家
礼
』
が
ん
ら
い
の
も
の
よ
り
も
小
型
だ
っ
た
か

ら
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
闇
斎
の
墓
碑
は
か
な
り
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
万
治

二
年（
一
六
五
九
）
に
京
都
の
書
肆
か
ら
出
版
さ
れ
た
林
鵞
峰『
泣
血
余
滴
』
を

闇
斎
は
当
然
読
ん
で
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
き
さ
や
軒
の
つ
く
り

な
ど
、
林
家
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
と
は
違
う
形
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
墓
は
土
葬
の
は
ず
だ
が
、
墳
土
は
な
い
。
そ
れ
は
墓
碑

の
下
に
埋
葬
さ
れ
た
か
ら
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
絅
斎
『
家
礼
師
説
』
に
、

墓
表
モ
前
ニ
立
ル
ハ
ア
ノ
方
ノ
風
俗　

此
方
デ
ハ
上
ニ
立
ル
風
俗
ユ
ヘ

上
ニ
立
タ
ガ
ヨ
イ　

前
ニ
立
ル
ト
其
下
ニ
柩
ガ
ア
ル
ト
ヲ
モ
フ
ユ
ヘ　

害

ガ
ア
ル
ゾ（
（3
（

。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
習
俗
で
は
中
国
（
ア
ノ
方
）
と

違
っ
て
、
墓
碑
を
墓
の
前
で
は
な
く
墓
の
上
に
立
て
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
は
強
斎
『
家
礼
訓
蒙
疏
』
で
も
日
本
と
中
国
（
西
土
）
の
風
俗
を

紹
介
し
て
、

此
方
ノ
風
俗
ハ
一
統
ニ
墓
表
ヲ
墓
ノ
上
ニ
立
ル
ヿ
ナ
ル
ヲ
西
土
ノ
ヤ
ウ

ニ
墳
ノ
前
ニ
立
レ
バ
後
生
恐
ク
ハ
墓
表
ノ
下
ニ
ア
ル
ト
心
得
ソ
コ
ナ
フ

モ
シ
レ
ヌ
ゾ
。（
巻
三
、
成
墳
）。

と
い
っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

さ
て
、
石
欄
で
囲
ま
れ
石
畳
が
敷
か
れ
た
墓
域
の
中
に
は
、
他
に
七
基
の

山
崎
氏
の
墓
が
並
ん
で
い
る（
（3
（

（〈
図
16
〉）。
正
面
右
か
ら
左
廻
り
に
紹
介
す
れ

ば
次
の
よ
う
で
あ
る（
（3
（

。

「
小
三
娘
之
墓
」　

闇
斎
姪

「
於
玉
娘
之
墓
」　

闇
斎
次
姉（
（3
（

「
山
﨑
浄
因
處
士
之
墓　
（
右
行
）
妻
佐
久
間
氏
祔
」　

闇
斎
父
母

「
山
﨑
半
右
衞
門
一
覺
居
士
」　

闇
斎
叔
父

「
山
﨑
浄
泉
處
士
之
墓　
（
右
行
）
妻
多
治
見
氏
祔
」　

闇
斎
祖
父
母

「
於
鶴
娘
之
墓
」　

闇
斎
長
姉

「
於
愛
娘
之
墓
」　

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
闇
斎
が
造
っ
た
墓
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
年
代
の
わ
か

る
も
の
と
し
て
最
も
早
く
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
の
は
小
三
娘
で
あ
り
、
承
応
二

年
（
一
六
五
三
）
六
月
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
そ
の
こ
と
を
記
し
た
闇
斎
の

「
甥
女
小
三
墓
誌
銘（
（3
（

」
に
、

葬
事
不
能
備
、
惟
衣
衾
棺
椁
、
依
家
禮
治
之
。
是
日
女
舅
敬
義
、
誌
石

納
諸
幽
竁
、
冀
後
人
莫
敢
壊
。

（�
葬
事
備そ
な

う
る
能
わ
ず
、
惟た

だ
衣
衾
棺
椁
の
み
、
家
礼
に
依
り
て
之
を

治
む
。
是こ

の
日
女
の
舅
敬
義
、
石
に
誌
し
て
諸
を
幽
竁
に
納
む
。
冀
こ
い
ね
が



一
四

わ
く
は
後
人
敢
て
壊
す
こ
と
莫
か
れ
。）

と
、『
家
礼
』
に
よ
っ
て
埋
葬
し
た
と
い
っ
て
い
る
の
は
重
要
で
、
こ
の
時
に

墓
碑
も
立
て
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
Ａ
の
尖
頭
型
は
野
中
順
・
秋

田
萬
よ
り
は
遅
れ
る
も
の
の
、
荒
川
亀
・
林
羅
山
よ
り
は
早
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
誌
石
を
造
っ
て
墓
中
に
埋
め
た
と
い
う
点
も
注
意
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
墓
碑
は
い
ず
れ
も
尖
頭
型
で
、
闇
斎
の
墓
碑
よ
り
も
小

さ
い
。「
山
﨑
半
右
衞
門
一
覺
居
士
」
の
墓
碑
が
最
も
小
さ
く
、
碑
身
の
高
さ

は
七
十
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
碑
面
に
「
於
」（
あ
あ
）
と
い
う
語

で
み
ず
か
ら
の
嘆
き
を
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
林
左
門
の
墓
碑
で
も
見
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
合
葬
墓
に
な
っ
て
い
る
山
崎
浄
因

と
山
崎
浄
泉
の
墓
碑
面
右
側
に
、
妻
の
姓
の
あ
と
に
「
祔
」
と
記
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
朝
鮮
の
李
滉
の
説
に
よ
る
も
の
で
、
闇
斎
『
文
会
筆

録
』
に
、

金
而
精
問
合
葬
之
墓
、
碣
面
兩
書
墓
字
、
何
如
。
退
溪
答
云
、
府
君
書

墓
而
夫
人
只
書
祔
字
、
似
得
宜
也
〔
退
渓
集
二
十
八
〕（
（3
（

。

（�

金
而
精
問
う
、
合
葬
の
墓
、
碣
面
に
墓
の
字
を
両
書
す
る
は
、
何い
か
ん如

。

退
渓
答
え
て
云
う
、
府
君
に
は
墓
と
書
し
て
、
夫
人
は
只
だ
祔
の
字

を
書
す
れ
ば
、
宜
し
き
を
得
る
に
似
た
り
。）

と
い
っ
て
い
る
。「
退
渓
集
二
十
八
」
は
闇
斎
の
自
注
で
、
い
ま
『
退
渓
先
生

文
集
』
巻
二
十
八
の
「
答
金
而
精
」
第
六
書
簡
を
見
る
と
、
確
か
に
こ
の
問

答
が
載
っ
て
い
る
。
祔
と
は
付
す
る
こ
と
で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
神
主
を
廟

に
新
た
に
加
え
る
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
府
君
（
夫
）
の
場
合
に
は
誰
そ

れ
の
「
墓
」
と
記
し
、
夫
人
（
妻
）
に
つ
い
て
は
付
け
加
え
る
意
味
で
「
祔
」

の
字
を
記
す
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
が
ん
ら
い
こ
れ
は
『
家
礼
』
に
は
な
か

っ
た
墓
碑
方
式
で
、
林
家
の
や
り
方
と
も
違
う
。
林
家
で
は
妻
の
墓
は
す
べ

て
夫
と
は
別
に
造
ら
れ
て
い
て
、
合
葬
墓
は
一
つ
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
記
し
方
は
浅
見
絅
斎
『
家
礼
師
説
』
や
若
林
強
斎
『
家
礼
訓
蒙
疏
』
も
踏

襲
し
て
い
る
た
め
、
崎
門
派
の
『
家
礼
』
式
合
葬
墓
碑
の
特
徴
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い（
（3
（

。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
墓
碑
は
み
な
上
部
の
軒
の
部
分
に
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
闇
斎
は
こ
れ
に
は
さ
ほ
ど
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
門
人
に
対
し

て
「
如
何
様
モ
寺
法
ナ
レ
バ
、
住
持
ニ
任
ス
ベ
キ
由
ノ
タ
マ
フ
」
と
し
た
こ

と
が
伝
わ
っ
て
い
る（
（3
（

。

　

○
三
宅
尚
斎
（
一
六
六
二

－

一
七
四
一
）　
〈
図
17
〉

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
尚
齋
三
宅
先
生
之
墓
」

　
　

碑
身　

八
十
×
三
十
×
二
十
一

　
　

趺　
　

方
趺　

十
八
（
上
部
）

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

京
都
市
左
京
区
金
戒
光
明
寺
・
黒
谷
墓
地（
（4
（

　

三
宅
尚
斎
は
山
崎
闇
斎
門
人
で
、
佐
藤
直
方
、
浅
見
絅
斎
と
と
も
に
崎
門

三
傑
と
称
さ
れ
る
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
正
月
死
去
。
墓
は
闇
斎
墓
所

の
北
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
の
同
じ
黒
谷
墓
地
内
に
あ
り
、
低
い
石



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
五

欄
で
墓
域
を
囲
う
と
と
も
に
石
畳
を
敷
く
。
そ
の
墓
碑
は
こ
れ
ま
た
『
家
礼
』

式
で
、
労
作
『
朱
子
家
礼
筆
記
』
全
七
巻
九
冊
を
著
わ
し
『
家
礼
』
の
研
究

に
取
り
組
ん
だ
尚
斎
ら
し
い
つ
く
り
で
あ
る
。
形
は
尖
頭
型
で
、
大
き
さ
は

林
家
の
も
の
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

　

た
だ
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
正
面
に
深
さ
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
縦
長
の
彫
り

込
み
を
入
れ
、
中
に
「
尚
齋
三
宅
先
生
之
墓
」
と
刻
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
家
礼
』
の
神
主
に
あ
る
「
陥
中
」（
縦
長
の
彫
り
込
み
）
に
な
ら
っ

た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

墓
域
内
に
は
他
に
三
基
の
墓
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
三
宅
重
固
繼
室
／
信
室
田
代
氏
之
墓
」

「
壽
貞
岡
部
氏
之
墓
」

「
三
宅
一
平
之
墓
」

　

田
代
氏
は
尚
斎
の
妻
で
、
尚
斎
の
墓
の
向
か
っ
て
右
側
に
並
ん
で
立
て
ら

れ
て
い
る
。
碑
面
に
い
う
「
重
固
」
は
尚
斎
の
名
で
あ
る
。
一
平
は
尚
斎
の

子
の
三
宅
重
徳
（
一
七
〇
二

－
一
七
三
二
）
で
、
尚
斎
に
先
立
っ
て
三
十
一

歳
で
死
去
し
た
。
写
真
に
見
る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
尚
斎
の
墓
よ
り
小
型
で

あ
る
。

　

ま
た
、
一
平
の
墓
碑
が
尖
頭
型
な
の
に
対
し
、
女
性
二
人
（
田
代
氏
と
岡

部
氏
）
の
墓
碑
は
円
頭
型
で
あ
る
。
女
性
の
墓
碑
を
円
頭
型
に
造
っ
て
男
の

尖
頭
型
に
対
比
さ
せ
る
の
は
す
で
に
野
中
兼
山
墓
所
に
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
他
に
も
そ
の
例
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
『
家
礼
』

式
墓
碑
に
だ
け
見
ら
れ
る
特
徴
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

2
　
浅
見
絅
斎
、
若
林
強
斎

　

○
浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二

－

一
七
一
二
） 〈
図
18
〉

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
淺
見
絅
齋
先
生
之
墓
」

　
　

碑
身　

�

八
十
・
五
×
三
十
一
・
五
×
二
十
・
五
（
軒
部
分
を
除
く
と
十

九
・
五
）

　
　

趺　
　

方
趺　

十
六
（
上
部
）

　
　

�

背
面
に
「
承
應
元
年
壬
辰
八
月
十
三
日
生
、
正
德
元
年
辛
卯
十
二
月
朔

日
終
、
享
年
六
十
歳
」
と
刻
む

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

京
都
市
東
山
区
延
年
寺
旧
跡
墓
地（
（4
（

　

浅
見
絅
斎
は
佐
藤
直
方
、
三
宅
尚
斎
と
と
も
に
崎
門
三
傑
と
称
さ
れ
、
闇

斎
の
学
統
を
受
け
継
ぐ
。
正
徳
元
年
（
一
七
一
二
）
十
二
月
死
去
。『
家
礼
師

説
』
や
『
家
礼
紀
聞
』、『
喪
祭
小
記
』
な
ど
『
家
礼
』
に
関
す
る
筆
記
が
あ

る
ほ
か
、
和
刻
本
『
家
礼
』
を
校
点
し
図
を
付
し
て
出
版
す
る
こ
と
で
、
日

本
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

墓
所
は
い
わ
ゆ
る
鳥
辺
山
の
最
も
奥
ま
っ
た
こ
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
石
欄

を
設
け
石
畳
を
敷
い
て
、
絅
斎
ら
数
基
の
墓
を
造
っ
て
い
る
。
絅
斎
の
墓
碑

は
尖
頭
型
で
軒
を
も
ち
、
大
き
さ
は
前
述
の
三
宅
尚
斎
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ

だ
が
、
正
面
の
陥
中
（
彫
り
込
み
）
は
な
い
。
現
在
、
昭
和
四
十
二
年
（
一

九
六
七
）
に
造
ら
れ
た
小
堂
に
覆
わ
れ
て
い
て
背
面
が
見
え
な
い
た
め（
（4
（

、
背

面
の
文
字
は
寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
に
よ
っ
て
記
し
て
お
い
た
。



一
六

　

墓
域
に
は
次
の
墓
碑
も
あ
る
（〈
図
19
〉）。

「
淺
見
某
室
／
井
口
氏
桂
室
之
墓
」　

絅
斎
妻

「
淺
見
氏
秋
庭
之
墓
」　

絅
斎
姪
（
兄
道
哲
の
む
す
め
）

「
淺
見
氏
操
室
之
墓
」　

絅
斎
姪
（
兄
道
哲
の
む
す
め
）

「
淺
見
持
齋
之
墓
」　

絅
斎
甥
（
兄
道
哲
の
長
子
）

「
淺
見
道
哲
之
墓 
（
左
側
）
妻　

佐
川
氏
正
室
祔
」　

絅
斎
兄
と
そ
の
妻

「
淺
見
常
宅
之
墓
」　

絅
斎
弟

　

こ
の
う
ち
「
淺
見
某
室
／
井
口
氏
桂
室
之
墓
」、「
淺
見
持
齋
之
墓
」、「
淺

見
道
哲
之
墓
」
の
三
基
は
絅
斎
の
墓
碑
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
他
は
少
し

小
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
没
年
の
最
も
早
い
の
は
元
禄
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
に
亡
く
な
っ
た
浅
見
氏
操
室
で
、
墓
碑
も
死
後
ま
も
な
く
立
て
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る（
（4
（

。

　

な
お
、
絅
斎
の
語
録
「
常
話
雑
話
」
に
よ
れ
ば
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）

八
月
、
絅
斎
は
継
母
山
本
幾
佐
氏
の
墓
を
『
家
礼
』
に
も
と
づ
い
て
「
鳥
邊

原
先
塋
之
南
側
」
に
作
っ
て
い
る
が（
（4
（

、
現
在
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
別

の
場
所
に
営
ま
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
墓
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ど

ち
ら
か
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
て
、
軒
を
も
つ
絅
斎
の
尖
頭
型
墓
碑
は
、
闇
斎
の
墓
碑
が
大
型
で
戒
名

を
刻
む
の
と
は
違
い
、
ま
た
同
門
の
尚
斎
の
墓
碑
が
神
主
ふ
う
の
陥
中
を
も

つ
の
と
も
違
っ
て
い
て
、
そ
の
後
、
絅
斎
の
継
承
者
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

た
形
式
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
近
藤
啓
吾
氏
が
絅
斎
の
墓
に
つ
き
、

こ
の
墓
の
制
は
、
若
林
強
斎
（
大
津
五
本
桜
）、
西
依
成
斎
（
京
都
清
閑

寺
）、
奥
野
一
族
（
寧
斎
・
淡
斎
・
坦
斎
等
、
大
津
伝
光
院
）、
川
島
栗

斎
（
伝
光
院
）、
大
沢
鼎
斎
（
小
浜
西
福
寺
）、
池
永
近
江
守
（
姓
宇
佐
、

名
公
倫
、
天
明
元
年
八
月
九
日
、
望
楠
軒
に
卒
す
、
年
十
有
九
、
鳥
辺

山
墓
地
）、
吉
田
東
篁
（
福
井
市
東
墓
地
）
等
、
絅
斎
の
学
を
継
ぐ
者
相

承
け
固
く
守
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
（
以
下
略（
（4
（

）

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墓
に
つ
い
て
は
、
若
林
強
斎
を
除
い
て
未
調
査

で
あ
る
が
、
絅
斎
系
の
『
家
礼
』
式
墓
碑
の
系
譜
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て

お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
絅
斎
墓
所
は
清
水
寺
の
本
堂
と
五
重
塔
を
す
ぐ
東
方
に

臨
む
風
光
明
媚
の
地
で
あ
っ
て
印
象
深
い
が
、
調
査
し
て
驚
い
た
の
は
、
す

ぐ
手
前
に
心
学
運
動
の
指
導
者
、
石
田
梅
岩
、
手
島
堵
庵
、
中
沢
道
二
、
柴

田
鳩
翁
ら
の
墓
碑
が
並
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
絅
斎
と
ま
っ
た
く
同
じ
『
家

礼
』
式
尖
頭
型
の
形
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
ら
心
学
者
の
墓
が
み
な

『
家
礼
』
式
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
論
じ
ら

れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
は
な
は
だ
興
味
深
い
が
、
そ
の
検
討
は
後
稿
に
譲

り
た
い
。

　

○
若
林
強
斎
（
一
六
七
九

－

一
七
三
二
）　
〈
図
20
〉

　
　

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

　
　
「
若
林
強
齋
先
生
之
墓
」

　
　

碑
身　

八
十
・
五
×
三
十
二
×
二
十
三
（
軒
部
分
を
除
く
と
二
十
・
五
）

　
　

趺　
　

方
趺　

二
十
七
・
五
（
上
部
）

　
　

背
面
に
次
の
簡
単
な
履
歴
を
刻
む



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
七

　
　
　

先
生
平
安
人
姓
若
林
名
進
居
俗
稱
新
七
強
齋

　
　
　

其
號
也
晩
稱
自
牧
號
其
居
曰
望
楠
軒
以
延
寶

　
　
　

年
己
未
七
月
八
日
生
以
享
保
十
七
年
壬
子
正
月

　
　
　

廿
日
没
禀
年
五
十
有
四

　
　
　

寛
政
八
年
丙
辰
春
三
月　

後
學
某
等
改
建

　
　
　
　
　
　
　
　

門
人　

西
依
周
行
書
時
年
九
十
五

　
　

墳
土　

な
し

　
　

所
在　

滋
賀
県
大
津
市
小
関
町
・
五
本
桜
墓
地（
（4
（

　

若
林
強
斎
は
浅
見
絅
斎
門
人
で
、『
家
礼
』
を
和
文
で
解
説
し
た
労
作
『
家

礼
訓
蒙
疏
』
で
知
ら
れ
る
。
同
書
は
闇
斎
や
絅
斎
の
説
を
取
り
入
れ
た
、
い

わ
ば
崎
門
系
『
家
礼
』
研
究
を
集
成
し
た
著
作
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
影
響
が

大
き
い
。

　

強
斎
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
一
月
死
去
。
墓
は
大
津
か
ら
京
都
に

抜
け
る
小
関
越
手
前
の
山
中
路
傍
に
あ
る
。
そ
の
墓
碑
面
に
は
「
若
林
強
齋

先
生
之
墓
」
と
の
み
記
し
、
背
面
の
履
歴
も
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
ま
る
。
軒

を
も
つ
尖
頭
型
で
あ
る
こ
と
、
高
さ
八
十
セ
ン
チ
あ
ま
り
と
い
う
大
き
さ
な

ど
、
い
ず
れ
も
師
の
絅
斎
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

　

い
ま
『
家
礼
訓
蒙
疏
』
を
見
る
と
、
巻
三
・
喪
礼
・
成
墳
章
に
墓
碑
の
高

さ
を
曲
尺
で
「
二
尺
五
寸
バ
カ
リ
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
林
鵞
峰
『
泣
血

余
滴
』
が
「
今
尺
二
尺
五
寸
五
分
餘
」
と
い
う
の
に
倣
う
も
の
で
、
約
七
十

六
セ
ン
チ
に
当
た
る
。
八
十
・
五
セ
ン
チ
と
い
う
強
斎
墓
碑
の
碑
身
は
お
お

む
ね
そ
れ
に
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
前
に
引
い
た
よ
う
に
「
圭
首
ハ
象
戯
ノ

駒
ノ
首
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
ヲ
云
」
と
す
る
こ
と
、
墓
碑
の
形
を
「
神
主
ノ
粉
面
ト

リ
タ
ア
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
」
作
る
べ
し
と
す
る
こ
と
な
ど
、『
家
礼
訓
蒙
疏
』
の
所

説
ど
お
り
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
墓
碑
に
は
も
と
「
若
林
自
牧
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
が（
（4
（

、

背
面
の
墓
碑
文
に
見
る
よ
う
に
、
現
在
の
墓
碑
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
七
）

に
門
人
西
依
成
斎
（
周
行
）
ら
が
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
強
斎
の

死
去
後
六
十
年
あ
ま
り
経
っ
て
い
る
が
、
崎
門
系
の
構
想
を
忠
実
に
再
現
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

墓
所
は
石
組
で
一
段
高
く
な
っ
て
お
り
、
強
斎
の
墓
は
石
欄
で
囲
ま
れ
て

い
る
。
墓
所
内
の
向
か
っ
て
右
側
に
は
父
の
若
林
長
軒
（
一
六
三
八

－

一
七

一
〇
）
の
墓
が
あ
り
、
強
斎
と
同
じ
く
軒
つ
き
尖
頭
型
で
あ
る
（〈
図
21
〉）。

さ
ら
に
墓
所
左
手
前
に
は
北
條
定
斎
（
一
七
六
二

－

一
八
一
五
）
と
北
條
左

源
太
（
一
七
九
二

－

一
八
一
二
）
の
墓
が
並
ん
で
お
り
、
前
者
は
軒
つ
き
尖

頭
型
、
後
者
は
林
家
系
尖
頭
型
で
あ
る
。
墓
所
の
周
囲
に
は
、
他
に
も
『
家

礼
』
式
儒
墓
が
散
見
さ
れ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
前
稿
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式

儒
墓
に
つ
き
実
地
調
査
と
文
献
資
料
を
用
い
て
論
じ
て
き
た
。
紙
数
の
関
係

で
江
戸
時
代
前
期
の
一
部
と
崎
門
派
の
事
例
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

『
家
礼
』
に
も
と
づ
く
葬
祭
実
践
が
当
時
の
儒
者
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
だ
っ

た
か
を
改
め
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。



一
八

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
人
物
は
い
ず
れ
も
日
本
近
世
を
代
表
す
る
思
想
家
と

し
て
著
名
で
あ
る
が
、「
墓
を
ど
の
よ
う
に
作
る
か
」
と
い
う
問
題
は
彼
ら
に

と
っ
て
け
っ
し
て
軽
々
し
い
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
儒
者
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
本
質
的
営
為
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
の
生
き

方
や
死
生
観
、
思
想
の
根
幹
に
か
か
わ
る
事
柄
で
も
あ
っ
た
。
考
察
は
や
や

細
部
に
わ
た
っ
た
が
、
そ
れ
も
従
来
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
が

十
分
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

取
り
上
げ
る
べ
き
事
項
は
な
お
多
く
残
っ
て
お
り
、
次
稿
で
も
儒
教
に
も

と
づ
く
近
世
期
の
墓
制
に
つ
き
引
き
続
き
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

注（
1
）	

腐
食
が
激
し
い
た
め
、
碑
刻
の
文
字
は
寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
一
九

二
二
年
初
版
、
一
九
七
六
年
覆
刻
、
村
田
書
店
）「
堀
杏
庵
墓
」（
四
一
六
頁
）
に

よ
っ
た
。

（
2
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

（
3
）	

堀
杏
庵
の
墓
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
『
日
本
漢
学
研
究
試
論
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
一
七
年
））
所
収
の
「
先
学
の
風
景　

堀
杏
庵
」
が
参
考
に
な
る
。

（
4
）	

『
杏
庵
稿
』
三
に
掲
載
す
る
、
権
侙
と
の
問
答
五
条
の
う
ち
の
「
喪
辨
」。
鵜
飼

尚
代
「
堀
杏
庵
と
朝
鮮
通
信
使
」（『
愛
知
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
三

号
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
5
）	

な
お
、
尾
張
初
代
藩
主
徳
川
義
直
の
墓
は
儒
式
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
や
は

り
『
家
礼
』
に
い
う
神
主
の
粉
面
部
分
を
外
し
た
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
義
直
は

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
死
去
、
墳
墓
と
墓
碑
が
翌
慶
安
四
年
に
作
ら
れ
て
い

る
か
ら
堀
杏
庵
の
墓
碑
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

（
6
）	

注
1
に
同
じ
。

（
7
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
あ
と
の

実
相
寺
も
同
じ
。

（
8
）	

「
尺
五
堂
恭
倹
先
生
行
状
」、『
尺
五
堂
集
』
乾
巻
（『
尺
五
堂
先
生
全
集
』、（
ぺ

り
か
ん
社
覆
刻
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
9
）	

な
お
、
羅
山
や
杏
庵
、
尺
五
の
師
で
あ
っ
た
藤
原
惺
窩
の
墓
は
京
都
市
上
京
区

相
国
寺
東
門
外
、
薩
摩
藩
戦
死
者
墓
地
の
北
側
に
あ
る
。
墓
碑
は
『
家
礼
』
の
タ

イ
プ
Ａ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
円
頭
型
だ
が
、
碑
面
に
刻
ま
れ
る
よ
う
に
こ
の
墓
碑
は

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
恩
賜
金
に
よ
っ
て
新
た
に
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の

で
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
10
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

（
11
）	

川
田
氏
本
「
藤
樹
先
生
年
譜
」（『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
五
冊
、
岩
波
書
店
、
一

九
四
〇
年
）
三
三
頁
。

（
12
）	

「
藤
夫
子
行
狀
聞
傳
」（『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
五
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇

年
）
二
頁
。

（
13
）	

「
藤
夫
子
行
狀
聞
傳
」
一
二
頁
。

（
14
）	

茨
城
県
古
河
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.city.ibaraki-koga.lg.jp/

lifetop/kogam
eguri/history_cultual_property/1/4894.htm

l

、
二
〇
二
一

年
二
月
二
十
一
日
閲
覧
）。

（
15
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
。

（
16
）	

『
野
中
兼
山
関
係
文
書
』（
財
団
法
人 

高
知
県
文
教
協
会
、
一
九
六
五
年
）

（
17
）	

山
崎
闇
斎
「
帰
全
山
記
」（『
続
垂
加
文
集
』
巻
上
、『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』

第
二
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八
年
）
に
、
こ
の
地
を
「
土
色
潤
澤
、
艸
木
茂

盛
」
と
表
現
す
る
（
三
四
七
頁
）。
こ
れ
は
『
家
礼
』
巻
四
・
喪
礼
「
治
葬
」
章
に

墓
所
に
つ
き
「
土
色
之
光
潤
、
草
木
之
茂
盛
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ち
な

み
に
こ
の
「
帰
全
山
記
」
は
秋
田
萬
の
埋
葬
時
に
墓
所
の
山
を
「
帰
全
山
」
と
命

名
し
た
由
来
を
記
し
た
も
の
で
、『
礼
記
』
祭
義
篇
に
孔
子
の
語
と
し
て
伝
え
る

「
父
母
全
而
生
之
、
子
全
而
歸
之
、
可
謂
孝
矣
」
に
よ
っ
て
い
る
。

（
18
）	
秋
澤
繁
ら
編
集
『
南
路
志
』
第
六
巻
（
土
佐
国
史
料
集
成
、
高
知
県
立
図
書
館
、

一
九
九
三
年
）
一
六
二
頁
。

（
19
）	

「
夫
人
秋
田
氏
墓
表
」
は
こ
の
ほ
か
『
南
路
志
』
巻
四
十
二
・
詩
文
集
（
中
）「
十



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

一
九

四　

碑
刻
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
秋
澤
繁
ら
編
集
『
南
路
志
』
第
四
巻
（
土

佐
国
史
料
集
成
、
高
知
県
立
図
書
館
、
一
九
九
二
年
）
二
四
六
頁
。
た
だ
し
、
そ

こ
に
付
さ
れ
た
訓
点
は
出
版
の
際
に
新
た
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
原
文
は
白
文

で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
墓
表
文
は
糸
賀
國
次
郎
『
海
南
朱
子
學
發
達
の
研
究
』

（
成
美
堂
書
店
、
一
九
三
五
年
）
六
一
頁
に
も
引
用
さ
れ
る
。

（
20
）	

『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
二
巻
の
『
続
垂
加
文
集
』
で
い
え
ば
、
三
五
七
頁

上
段
九
行
目
、「
崇
佛
」
と
「
氣
之
」
の
間
に
二
百
五
十
余
字
の
脱
文
が
あ
る
の
で

あ
る
。

（
21
）	

『
続
垂
加
文
集
』
巻
中
（『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
二
巻
）
三
五
五
頁
。
造

墓
の
六
月
五
日
の
日
付
も
「
秋
田
夫
人
壙
誌
」
に
よ
る
。

（
22
）	

『
続
垂
加
文
集
』
巻
中
（『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
二
巻
）
三
五
五
頁
。

（
23
）	

松
原
典
明
「
土
佐
南
学
の
墳
墓
形
式
か
ら
神
道
墓
所
様
式
の
成
立
に
つ
い
て
の

予
察
」（『
石
造
文
化
財
』
八
、
二
〇
一
六
年
）。〈
図
12
〉
の
写
真
は
「
野
中
兼
山

墓
所
」（https://tosareki.gozaru.jp/tosareki/shinai/kenzanbosho.htm

l

、

二
〇
二
一
年
二
月
二
二
十
七
日
閲
覧
）。

（
24
）	

高
知
市
役
所
編
『
高
知
市
史
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
複
刻
）
五
一
六
頁
に

よ
る
。

（
25
）	

婉
の
墓
以
外
は
い
ず
れ
も
婉
が
立
て
た
も
の
と
い
う
。
ち
な
み
に
婉
は
大
原
富

江
の
小
説
『
婉
と
い
う
女
』
の
主
人
公
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
26
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
。

（
27
）	

近
藤
啓
吾
「
崎
門
學
派
に
お
け
る
朱
子
家
礼
の
受
容
と
超
脱
」（
近
藤
『
儒
葬
と

神
葬
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
）
一
〇
〇
頁
。

（
28
）	

吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成　

日
本
篇
』
九
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇

二
一
年
）
に
『
家
礼
紀
聞
』
の
影
印
を
載
せ
た
。

（
29
）	

神
主
の
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
「
近
世
儒
教
の
祭
祀
儀
礼
と
木
主
・

位
牌
―
朱
熹
『
家
礼
』
の
一
展
開
」（
吾
妻
重
二
主
編
・
黄
俊
傑
副
主
編
『
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

東
ア
ジ
ア
世
界
と
儒
教
』、
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
30
）	

『
家
礼
師
説
』
は
小
浜
市
立
図
書
館
・
酒
井
家
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
注
28
吾
妻
重

二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成　

日
本
篇
』
九
に
こ
れ
を
影
印
、
翻
刻
し
た
。
そ
の
一

四
四
頁
参
照
。

（
31
）	

注
28
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成　

日
本
篇
』
九
、
一
四
四
頁
参
照
。

（
32
）	

澤
井
啓
一
『
山
崎
闇
斎
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
頁
に
墓
所

の
見
取
り
図
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
石
欄
や
石
畳
は
宝
暦
二
年
（
一

七
六
二
）、
留
守
希
斎
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
岡
直
養
輯
録
「
闇
斎

先
生
塋
域
修
補
給
工
費
姓
名
簿
」（『
崎
門
學
派
系
譜
』
附
録
二
、
岡
田
武
彦
ら
編

『
楠
本
端
山 

碩
水
全
集
』
所
収
、
葦
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。
ま
た
、
近
藤

啓
吾
「
山
崎
闇
齋
先
生
墓
所
修
理
お
よ
び
山
崎
闇
齋
先
生
三
百
年
祭
に
つ
い
て
」

（
近
藤
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』、
神
道
史
学
会
、
一
九
八
六
年
）。

（
33
）	

注
1
寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
四
六
三
頁
以
下
を
参
照
し
た
。
ま
た
松

原
典
明
『
近
世
大
名
葬
制
の
考
古
学
的
研
究
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
七
二

頁
に
こ
れ
ら
の
墓
碑
の
実
測
図
が
あ
る
。

（
34
）	

以
下
の
山
崎
家
の
人
々
の
続
柄
に
つ
い
て
は
「
山
﨑
家
譜
」（『
垂
加
文
集
』
巻

七
、『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
二
巻
）
三
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
35
）	

も
ち
ろ
ん
死
去
し
た
の
は
闇
斎
の
祖
父
母
の
方
が
早
い
が
、
彼
ら
は
も
と
も
と

知
恩
寺
に
埋
葬
さ
れ
、
こ
の
地
に
改
葬
さ
れ
た
の
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
五
）
で

あ
る
。
前
注
所
掲
「「
山
﨑
家
譜
」
参
照
。

（
36
）	

「
甥
女
小
三
墓
誌
銘
」（『
垂
加
草
』
巻
二
十
八
、『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第

二
巻
）
二
二
二
頁
。

（
37
）	

『
文
会
筆
録
』
巻
一
之
三
（『
垂
加
草
』
巻
十
二
、『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集
』
第

一
巻
）
一
二
一
頁
。

（
38
）	

『
家
礼
師
説
』
成
墳
に
「
合
葬
ノ
ト
キ
ハ
夫
婦
一
石
ニ
カ
ク
モ
ア
リ
…
…
一
ニ
カ

ケ
バ
夫
ノ
稱
號
ヲ
中
ニ
カ
キ　

妻
ハ
祔
シ
タ
ル
ガ
ヨ
イ
ゾ
」（
注
28
吾
妻
重
二
編
著

『
家
礼
文
献
集
成　

日
本
篇
』
九
、
一
四
五
頁
）
と
い
い
、『
家
礼
訓
蒙
疏
』
巻
三
・

喪
礼
・
成
墳
章
に
「
書
法
ハ
夫
ハ
正
中
ニ
某
某
之
墓
、
婦
ハ
其
右
ニ
少
低
ク
文
字

モ
少
シ
小
サ
ク
妻
某
氏
某
室
祔
ト
書
ス
ベ
シ
」
と
い
う
。

（
39
）	
近
藤
啓
吾
「
崎
門
學
派
に
お
け
る
朱
子
家
礼
の
受
容
と
超
脱
」（
注
27
近
藤
『
儒

葬
と
神
葬
』）
一
〇
〇
頁
。

（
40
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
。



二
〇

（
41
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

（
42
）	

こ
の
小
堂
の
建
設
お
よ
び
墓
域
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
「
浅
見
絅
斎

墓
域
修
理
記
録
」（
近
藤
『
浅
見
絅
斎
の
研
究
』
所
収
、
神
道
史
研
究
会
、
一
九
七

〇
年
）
参
照
。
以
下
の
絅
斎
親
族
の
続
柄
に
つ
い
て
も
同
論
文
に
よ
る
。

（
43
）	
そ
の
「
哀
姪
女
文
」
が
近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編
『
浅
見
絅
斎
集
』（
国
書
刊
行

会
、
一
九
八
九
年
）
五
〇
五
頁
に
載
る
。

（
44
）	

「
常
話
雑
記
」、
近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編
『
浅
見
絅
斎
集
』（
国
書
刊
行
会
、
一

九
八
九
年
）
五
六
六
頁
。
な
お
近
藤
啓
吾
氏
も
、
絅
斎
継
母
あ
る
い
は
父
道
斎
の

墓
は
現
在
の
浅
見
家
墓
域
内
に
は
な
く
、
ま
た
鳥
辺
山
全
域
に
も
見
当
た
ら
な
い

と
い
う
。
注
42
近
藤
啓
吾
『
浅
見
絅
斎
の
研
究
』
二
一
頁
。

（
45
）	

注
42
「
浅
見
絅
斎
墓
域
修
理
記
録
」
三
九
〇
頁
。

（
46
）	

筆
者
が
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
三
月
三
日
で
あ
る
。

（
47
）	

近
藤
啓
吾
「
若
林
強
齋
墓
域
修
理
記
録
」（
近
藤
『
若
林
強
齋
の
研
究
』
所
収
、

神
道
史
学
会
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。
ま
た
同
記
録
に
よ
れ
ば
、
石
組
と
石
欄

を
造
り
、
父
長
軒
の
墓
を
同
じ
墓
域
に
移
し
た
の
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の

こ
と
ら
し
い
。



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
一

図 1　堀杏庵の墓（金地院）図 2　�堀杏庵の墓（帰雲院）� �
右は杏庵妻の妻の茅原田氏墓

図 3　堀杏庵墓所（帰雲院）　左側が杏庵夫妻の墓、右手前の小型の尖頭型墓碑が景山墓



二
二

図 5　松永尺五の墓（実相寺）� �
中央は貞徳墓、右が尺五墓

図 6　中江藤樹の墓

図 4　松永尺五の墓（妙恵会総墓所）

図 7　中江藤樹墓所　左が藤樹墓、� �
中央が北川氏墓、右が中江常省墓



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
三

図 8　秋田萬の墓 1　後ろは野中順墓

図 9　秋田萬の墓 2図10　秋田萬墓見取図（『南路志』巻63）



二
四

図11　野中順の墓

図12　野中兼山墓所　中央が兼山墓



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
五

図14　山崎闇斎墓碑図（浅見絅斎『家礼紀聞』）図15　軒をもつ墓碑（墓表）図� �
（若林強斎『家礼訓蒙疏』巻 3）

図13　山崎闇斎の墓



二
六

図17　三宅尚斎墓所　左が尚斎墓

図16　山崎闇斎墓所　左が闇斎墓



日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て

二
七

図20　若林強斎の墓

図21　若林強斎墓所　右は長軒墓

図18　浅見絅斎の墓

図19　浅見絅斎墓所



二
八

Jia-li Style Confucian Tombs in Japan: 
A Study from the Perspective of Cultural Interaction  

in East Asia, Part 2

AZUMA Juji

	 During Edo-period Japan, many Confucian tombs were constructed based 
on Zhuxi's Jia-li of Nansong China. However, there is little research on this 
subject. Continuing from the previous article, this paper will show the grave 
system and its characteristics through field surveys and literature materials. 
This paper will illuminate the ideological work of Confucianism in Japan.

キーワード：朱子学（Zhuxi's Thought）、墓碑（tombstone）、中江藤樹（NAKAE, 
Toju）、野中兼山（NONAKA, Kenzan）、山崎闇斎（YAMAZAKI, 
Ansai）、崎門派（School of Ansai）


